
令和６年度第２回港区住宅確保要配慮者居住支援協議会 
議事要旨 

 

 

 

１ 会議概要 

日 時：令和７年３月 25 日（火）11 時～12 時 

場 所：港区役所 

出席者：学識経験者、不動産関係団体、社会福祉協議会及び区関係職員等 

 

２ 主な議題と議論内容 

（１）居住支援施策に関する報告・説明 

  民間賃貸住宅入居支援事業における紹介依頼書の見直しについて報告しま

した。 

  住まい探しから入居後までの支援内容を案内するパンフレットの作成につ

いて説明しました。 

  居住支援法人と連携した伴走型支援の実施について報告しました。 

 

（２）意見交換 

住宅確保要配慮者を取り巻く状況や課題について情報共有を行うとともに、居

住支援施策の推進に向けた取組や今後の検討課題について意見交換を行いまし

た。 

  区による入居支援について、区を通じた紹介であっても家主や保証会社に

よる審査は通常どおり行われる一方、区の支援内容を事前に伝えることが

家主等の安心感につながることを共有しました。 

  住宅セーフティネット制度について、制度の概要を共有するとともに、家

賃低廉化制度の活用に関する課題について意見交換を行いました。 

  高齢者の民間賃貸住宅への入居に当たり、死後事務や残置物処理への対応

が課題であることを共有するとともに、制度改正の動向を注視していくこ

とを確認しました。 

  不動産事業者及び家主への周知・理解促進の必要性について認識を共有し

ました。 

  債務保証会社の活用、緊急連絡先を確保できない単身高齢者への対応、障

害者に対する民間賃貸住宅への入居支援及び住宅セーフティネット制度の

活用について、今後の検討課題として共有しました。 

 


